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【
総
論
】
第
二
班

『
土
芥
窟
儒
記
』
『
諫
豊
後
正
』
の
作
者
・
編
者
像

は
じ
め
に

　
第
二
班
は
、
『
土
芥
冠
朧
記
』
お
よ
び
『
諌
懲
後
正
』
の
作
者
・
編
者
像
解
明

を
課
題
と
し
て
設
定
し
、
班
員
が
各
自
の
分
析
視
角
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
本
稿

は
第
二
班
総
論
と
し
て
、
班
田
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
共
通
理

解
を
述
べ
、
各
論
考
を
理
解
す
る
上
で
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

『
土
芥
窟
償
記
』
、
『
諌
懲
後
正
』
研
究
の
前
提

　
金
井
群
青
に
よ
る
「
幕
府
高
官
」
説
を
除
き
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
『
土
芥
冠
離
記
』
の
作
者
・
編
者
像
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
度
講
義
報
告
書

『
「

y
芥
亭
亭
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
（
以
下
、
『
研
究
』
）
で
は
様
々
な
説
が
提
示

さ
れ
た
（
，
）
。
当
班
で
は
個
別
作
業
の
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
説
を
再
検
討
し

た
。　

『
研
究
』
で
は
、
『
土
芥
選
儲
記
』
の
成
立
に
深
く
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る

人
物
が
複
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
役
割
は
一
様
で
な
い
。
情

報
収
集
、
本
文
作
成
、
論
評
作
成
、
編
集
、
そ
れ
ら
の
指
揮
な
ど
、
大
名
評
判
記

と
い
う
書
物
を
扱
う
為
に
は
、
「
作
者
」
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
と
い
え

よ
う
（
、
）
。
こ
の
う
ち
、
「
評
」
の
記
述
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
編

者
に
つ
い
て
、
林
家
周
辺
（
小
川
）
、
儒
者
（
綱
川
）
、
柳
沢
吉
保
に
近
い
立
場
の

者
（
鈴
木
）
と
い
う
説
が
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
編
者
の
思
想
的
基
盤
と
な
っ
た

学
問
に
つ
い
て
、
①
儒
学
（
戴
）
②
兵
学
の
影
響
重
視
（
綱
川
）
③
儒
学
・
兵
学

に
加
え
、
多
様
な
書
物
を
受
容
し
て
お
り
、
自
己
の
問
題
意
識
に
合
わ
せ
た
学
問

受
容
（
小
関
）
と
い
う
立
場
に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る
書

物
と
、
実
際
に
編
者
が
思
想
的
な
影
響
を
受
け
た
書
物
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い

る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
当
班
の
作
業
も
、
『
研
究
』
で
提
示
さ
れ
た
説
の
う
ち

の
ひ
と
つ
が
決
定
的
と
い
え
る
段
階
で
は
な
く
、
潟
引
き
の
有
無
、
引
用
の
独
自

性
の
検
討
な
ど
、
さ
ら
な
る
作
業
が
必
要
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
牧
野
成
貞
（
杉
）
、
徳
川
光
囲
・
彰
考
館
（
木
村
）
の
よ
う
に
、
編
纂

事
業
全
体
に
関
わ
る
指
揮
者
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
指
揮
者
が
存
在
し
た
場
合
、

『
土
芥
憲
離
記
』
の
記
述
が
、
編
者
の
思
想
を
完
全
に
反
映
し
て
い
る
か
否
か
に

つ
い
て
留
保
が
必
要
と
な
る
（
、
）
。
『
研
究
』
で
複
数
の
論
者
が
注
目
し
た
林
家
と

の
関
係
で
は
、
評
の
記
述
と
林
羅
山
と
の
思
想
的
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
評
の
作
者
に
よ
る
指
揮
者
へ
の
配
慮
、
指
揮
者
に
よ
る
校
閲
と
い
っ
た
事

情
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
思
想
内
容
の
不
一
致
を
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
点
に
加
え
、
『
研
究
』
で
は
、
『
土
芥
窟
雌
記
』
本
文
の

記
載
内
容
に
事
実
と
の
相
違
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
天
野
）
。
本
年

度
講
義
を
通
じ
て
、
『
諌
懲
後
正
』
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
大
名
評
判
記
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
、
）
。
先
行
す
る
類
書
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
箇
所

に
、
作
成
時
の
状
況
が
該
当
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
不
正
確
な
記
述
の
要
因

は
、
先
行
す
る
類
書
が
存
在
し
、
作
成
過
程
で
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
裏
返
し

で
も
あ
る
。
更
に
、
ひ
と
つ
の
評
判
記
の
な
か
で
も
、
情
報
収
集
か
ら
成
立
ま
で

の
時
間
差
が
存
在
す
る
。
現
段
階
で
、
全
て
の
大
名
に
つ
い
て
、
諸
大
名
評
判
記

の
記
述
を
照
合
す
る
作
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
不
十
分
だ
が
、
書
机

の
議
論
で
は
、
『
土
芥
窟
離
記
』
、
『
諌
懲
雨
雪
』
の
記
述
を
他
史
料
と
付
き
合
わ

せ
、
タ
イ
ム
ラ
グ
へ
留
意
す
る
必
要
を
確
認
し
た
。

　
た
だ
、
両
書
の
直
接
的
な
影
響
関
係
は
不
明
な
も
の
の
、
『
諌
懲
後
追
』
の
評

者
は
、
『
土
芥
逡
灘
記
』
評
者
が
基
に
し
た
よ
う
な
情
報
を
参
照
し
て
い
る
。
個

々
の
出
来
事
を
め
ぐ
る
認
識
の
相
違
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
者
像
、

さ
ら
に
は
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
を
得
る
事
が
可
能
と
な
る
だ
ろ

ア
つ
。

トイ



二
　
江
戸
城
落
話

　
班
員
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
報
告
を
設
定
し
た
第
一
回
報
告
（
報
告
記
録
参
照
）
で

は
、
『
土
芥
憲
雛
記
』
、
『
諌
懲
後
正
』
の
記
述
が
、
幕
閣
選
定
、
改
易
等
の
幕
府

に
お
け
る
政
策
決
定
過
程
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
問
う
視
角
が
提
示
さ
れ
た
一

方
、
報
告
後
の
議
論
に
お
い
て
、
編
纂
意
図
や
受
容
の
さ
れ
方
と
し
て
、
将
軍
の

君
主
論
、
武
士
層
の
読
み
物
と
し
て
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た
。
必
ず
し
も
公
文

書
的
で
な
い
記
述
、
岩
内
の
情
報
も
記
さ
れ
た
デ
ー
タ
部
分
の
存
在
、
加
筆
を
前

提
と
し
た
空
欄
部
分
な
ど
の
構
成
面
へ
の
注
目
か
ら
、
諸
書
の
読
者
像
を
問
う
必

要
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
先
行
す
る
大
名
評
判
記
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
両

書
の
作
者
・
編
者
像
を
二
書
の
相
互
関
係
の
み
か
ら
検
討
す
る
方
法
の
限
界
性
が

判
明
し
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
第
二
回
報
告
で
は
、
『
研
究
』
等
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
、
江
戸
城
殿
席
と
評
価
の
関
係
を
問
う
共
同
作
業
を
行
っ
た
。

　
『
土
芥
選
離
記
』
、
『
諫
懲
後
書
』
の
記
載
の
内
、
本
文
・
評
以
外
す
な
わ
ち
デ

ー
タ
部
分
に
関
す
る
検
討
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
情
報
源
な
ど
に
つ
い
て

は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
両
替
の
共
通
点
と
し
て
、
領
地
の
規
模
、
朝
廷
官

位
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る

背
景
と
し
て
、
家
綱
期
ま
で
に
、
各
家
の
極
位
極
官
が
定
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指

摘
に
注
目
し
た
い
（
，
）
。
特
に
、
当
該
大
名
の
父
の
官
位
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
作
者
・
編
者
、
お
よ
び
読
者
に
、
前
述
の
認
識
が
抱
か
れ
て
い
た
こ
と
の
証

左
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
家
格
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
、
元
禄
期
と
い
う
時
代
性

の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
家
格
に
関
係
す
る
要
素
と
し
て
、
多
門
が
注
目
し
た
も
の
が
、
江
戸

城
殿
席
（
大
廊
下
・
大
広
間
・
柳
間
・
黒
書
院
幕
間
・
桜
沢
間
・
雁
間
・
菊
間
）

で
あ
る
。
松
尾
美
恵
子
氏
に
よ
る
と
、
幕
府
座
班
制
自
体
は
、
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
九
月
に
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
大
名
も
含
ん
で
制
定
さ
れ
る
の
は
、

延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
六
月
で
あ
る
（
，
）
。
そ
の
内
容
も
、
当
初
は
、
部
屋
毎
に

諸
役
人
の
曇
霞
の
序
列
を
定
め
る
目
的
だ
っ
た
が
、
遅
く
と
も
延
享
元
年
に
は
、

大
名
の
家
格
を
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
。
同
論
文
に
お
い
て
松
尾
氏
は
、

安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
、
天
保
六
（
↓
八
三
五
）
年
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か

し
、
殿
席
が
移
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
基
本
史
料
で
あ
る
武
鑑
に
は
誤
記

も
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
両
年
以
外
、
就
中
、
武
鑑
に
詰
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い

一
七
世
紀
に
関
し
て
は
、
他
の
武
鑑
、
他
史
料
と
付
き
合
わ
せ
た
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
当
班
は
共
同
作
業
と
し
て
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
時
に
お
け
る
雁
問
詰
大

名
を
抽
出
し
た
。
そ
し
て
、
各
家
が
雁
間
詰
と
な
っ
た
時
期
を
確
定
し
、
四
書
の

記
載
内
容
を
検
討
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
幕

府
殿
席
の
確
定
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
幕
府
座
班
制
の
中
間
期
と
い

え
る
元
禄
期
を
扱
っ
た
、
こ
の
土
ハ
同
作
業
を
通
じ
て
、
制
度
的
確
立
以
前
に
お
い

て
、
各
大
名
家
の
家
格
が
確
定
し
て
い
く
過
程
の
一
側
面
を
検
討
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
で
あ
る
。
大
名
評
判
記
に
は
、
大
名
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
様
々

な
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
先
祖
の
事
跡
も
参
照
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
評
者
あ
る
い
は
読
者
が
、
大
名
家
と
い
う
枠
組
み
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
元
禄
期
の
特
質
を
考
察
し
う
る
内
容
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
ま
た
、
単
に
殿
席
を
扱
う
だ
け
で
な
く
、
幕
府
役
職
と
の
関
係
に
も
注
目
す
る
。

そ
れ
は
、
個
別
作
業
で
検
討
し
た
大
名
評
価
へ
の
影
響
性
を
問
う
視
角
の
妥
当
性

と
い
う
点
、
雁
間
詰
大
名
が
多
く
役
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
『
諌
言
後

人
』
で
は
、
「
義
徹
の
将
た
る
故
、
所
司
代
職
に
補
せ
ら
れ
」
（
永
井
尚
富
の
父
尚

庸
）
、
「
今
、
信
慈
京
都
の
司
職
に
濡
せ
ら
れ
、
心
身
大
に
慎
み
所
跡
正
し
く
…
后

年
、
天
下
の
執
権
に
も
補
せ
ら
る
へ
き
か
、
誉
れ
の
将
な
り
」
（
松
平
三
碧
）
と

い
っ
た
よ
う
に
、
評
者
が
、
出
世
コ
ー
ス
と
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
を
認
識
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
視
角
に
よ
り
、
元
禄
期
と
い
う
時
代
故
に

求
め
ら
れ
た
大
名
の
役
割
、
重
視
さ
れ
た
役
職
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
そ
し
て
、
両
書
の
評
者
・
作
者
（
読
者
）
像
を
照
射
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。　

共
同
作
業
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
後
掲
【
付
表
】
で
あ
る
。
「
極
暑
」

以
下
の
大
名
評
価
に
つ
い
て
、
各
担
当
者
に
よ
る
基
準
の
ズ
レ
は
考
慮
す
べ
き
だ

が
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
幕
府
要
素
制
に
関
し
て
、
今
回
検
討
し
た

翫守



雁
間
詰
大
名
を
み
る
と
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
制
度
と
し
て
成
立
す
る
以

前
に
大
名
家
の
濫
獲
が
確
定
し
て
い
く
様
相
が
確
認
で
き
る
。
表
中
の
二
六
か
ら

三
五
ま
で
の
大
名
を
担
当
し
た
小
川
は
、
慶
安
か
ら
貞
享
年
間
を
第
一
期
と
し
、

明
和
か
ら
寛
政
年
間
に
殿
席
が
確
定
す
る
例
が
多
い
と
指
摘
し
た
。
他
担
当
者
分

も
含
め
る
と
時
期
に
多
少
幅
が
出
る
が
、
こ
れ
は
代
替
わ
り
が
契
機
と
な
り
殿
席

が
確
定
し
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
初
頭
を
中
心
と
し
た
時
期
が
、
幕
府

座
班
制
成
立
の
第
一
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
報
告
で
は
殿
席
を
確
定
す
る

要
因
と
し
て
、
幕
府
役
職
（
田
添
）
、
当
該
大
名
の
父
の
経
歴
や
幕
府
で
の
評
価

（
湯
川
）
を
指
摘
し
た
。
今
後
、
対
象
を
雁
間
詰
大
名
以
外
に
拡
げ
る
こ
と
、
官

位
な
ど
の
要
素
と
の
関
連
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
格
成
立
の
画
期
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
共
同
作
業
に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
江
戸
城
殿
席
と
両
書
で
の
評

価
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
。
雁
間
詰
大
名
は
、
否
定
的
評
価
を
与
え

ら
れ
る
事
例
も
散
見
す
る
が
、
概
ね
肯
定
的
評
価
を
得
て
い
る
。
両
書
と
も
に
、

幕
府
役
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
高
評
価
の
要
因
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
、
評
者
が
特
定
の
役
職
お
よ
び
そ
こ
で
の
務
め
方
を
大
名
評
価
の
規
準
と

し
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
，
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
江
戸
城
殿
席
は

幕
府
に
お
け
る
役
職
と
強
い
関
連
性
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
結
果
は
当
然
で

あ
る
。
尊
書
の
評
に
お
け
る
役
職
へ
の
注
目
か
ら
、
大
名
に
対
し
て
役
職
に
相
当

す
る
「
器
」
と
い
う
評
価
基
準
が
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
記

述
が
な
さ
れ
る
大
名
評
判
記
と
は
、
老
中
、
若
年
寄
な
ど
の
役
職
と
そ
の
務
め
方

が
重
視
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
時
期
の
産
物
な
の
で
あ

る
。　

当
班
は
、
両
書
の
作
者
・
編
者
像
に
迫
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
共
同
作
業
で

は
、
評
者
が
大
名
評
価
の
際
に
重
視
し
た
要
素
に
、

・
　
『
土
芥
憲
灘
記
』
…
家
中
、
藩
政
重
視
（
小
田
）

・
　
『
諌
懲
後
正
』
…
職
務
・
役
職
重
視
（
田
添
）
、
公
儀
務
め
重
視
、
役
職
推
移

過
程
（
出
世
コ
ー
ス
）
認
識
（
小
田
）

と
い
う
相
違
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
右
の
考
察
は
、
班
員
が
自
身
の
担
当
範

囲
の
限
り
で
導
い
た
結
論
と
い
う
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
取
り
上
げ
た

雁
問
詰
大
名
各
家
の
、
『
武
家
勧
懲
記
』
に
お
け
る
記
述
を
比
較
し
た
。

　
注
目
し
た
い
の
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
三
二
巻
・
秋
元
摂
津
守
藤
原
逸
書
の
項

で
幕
府
役
職
へ
の
注
目
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
秋
元
奉
書
は
、
『
土
芥
冠
雌

記
』
で
の
評
価
が
、
幕
府
役
職
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い
例
だ

が
、
そ
れ
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
視
点
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の

大
名
評
判
記
を
含
め
た
相
互
の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
評

者
の
思
想
に
み
ら
れ
る
差
異
を
右
記
の
よ
う
に
捉
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
『
武

家
勧
懲
記
』
に
お
け
る
土
屋
但
馬
手
数
直
に
関
す
る
記
述
が
、
子
の
土
屋
相
模
罪

源
正
直
に
関
す
る
評
と
し
て
、
後
の
二
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
父
の

評
価
基
準
か
ら
正
直
を
評
価
す
る
『
土
芥
冠
谷
側
』
に
対
し
て
、
『
諌
罪
障
正
』

は
父
の
行
跡
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
引
用
す
る
視
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

両
書
と
も
に
、
他
の
大
名
評
判
記
、
さ
ら
に
は
軍
書
な
ど
様
々
な
書
物
の
影
響
を

受
け
て
い
る
が
、
引
用
の
仕
方
に
は
評
者
の
主
体
性
が
看
取
出
来
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
第
二
班
の
班
員
相
互
に
よ
る
議
論
お
よ
び
作
業
の
内
容
を
示
し
た
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
以
下
の
個
別
論
考
は
個
々
の
分
析
視
角
に
基
づ
い
て

為
さ
れ
て
お
り
、
両
書
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
班
と
し
て
一
致
し
た
見
解
を
持
っ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
名
の
評
価
基
準
、
記
載
さ
れ
た
内
容
が
、
各

大
名
評
判
記
が
成
立
し
た
時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
理
解
は
一
致
し
て
い

る
。
両
評
者
の
思
想
的
相
違
点
と
考
え
ら
れ
る
、
幕
府
役
職
へ
の
視
点
に
つ
い
て
、

・
　
『
武
家
勧
懲
記
』
…
役
職
の
任
務
が
明
確
化
さ
れ
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
器

量
を
評
者
が
認
識
し
て
い
る

・
　
『
土
芥
冠
饒
記
』
…
評
価
基
準
と
し
な
い
場
合
で
も
、
デ
ー
タ
部
分
に
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
る

・
　
『
諫
懲
後
軍
』
…
そ
の
役
職
の
先
任
者
や
、
当
該
大
名
の
先
祖
の
事
跡
が
比

較
対
象
と
な
り
、
本
格
的
に
評
価
基
準
に
な
る

と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
時
代
性
、
評
者
の
思
想
や
立
脚
点
、
編
纂
意

図
の
相
違
な
ど
の
う
ち
何
れ
に
よ
る
も
の
か
。
今
後
は
、
他
の
要
素
も
含
め
て
各

窪イ



書
の
相
違
点
を
抽
出
し
、

検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
小
田
真
裕
）

【
注
】

（
1
）
　
金
井
圓
『
江
戸
史
料
叢
書
　
土
芥
憲
離
記
』
解
説
文
（
人
物
往
来
社
、

一
九
六
七
年
）
。
『
「
土
芥
憲
艦
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
（
研
究
代
表
者
若
尾
政
希
、

二
〇
〇
四
年
）
。

（
2
）
　
「
大
名
評
判
記
」
と
い
う
書
物
の
定
義
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
土
芥
選
雛
記
』
、
『
諌
懲
後
正
』
を

総
称
し
う
る
も
の
と
し
て
仮
に
用
い
て
い
る
。

（
3
）
　
『
研
究
』
所
収
の
論
考
は
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
「
謳
歌
評
説
」
作
成
者

を
「
編
者
」
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
本
稿
は
指
揮
者
の
存
在
な
ど
、
編
纂
過
程

が
不
明
確
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
以
下
で
は
「
評
者
」
と
表
記
す
る
。

（
4
）
　
講
義
で
は
、
若
尾
作
成
の
大
名
評
判
記
一
覧
が
配
布
さ
れ
た
。

（
5
）
　
笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

三
年
。（

6
）
　
松
尾
美
恵
子
「
大
名
の
殿
席
と
家
格
」
（
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
・

昭
和
五
五
年
度
』
）
。

（
7
）
　
第
二
回
報
告
に
お
い
て
、
小
川
は
若
年
寄
、
老
中
、
寺
社
奉
行
、
中
で

も
老
中
の
評
価
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
湯
川
は
第
一
回
報
告
に
お
い

て
側
用
人
、
若
年
寄
を
中
心
に
考
察
し
た
。

傷唱



【
‡
鮒
ご
諦
囲
甜
冴
菌
S
『
旨
琳
醐
瞳
剖
』
’
『
剥
藤
蕪
H
』
π
肘
犀
ぴ
購
自

恕
（
「
紳
耕
罪
脹
肝
（
『
昇
倉
望
蜀
』
）

講
醐
蹴
碍
糾
m
（
『
囲
痔
礁
』
）

蔀
鄭
ω
捨
耶
脹
叶
（
『
旨
琳
副
離
甜
』
）

『
汁
琳
闘
霞
剖
』
瑠

紳
鄭
一
昏
耕
三
振
柵
（
『
難
醜
黙
H
』
）

『
羅
瞬
藤
H
』
二

一
　
躯
田
阻
副
甫
雌
鶏

闇
黒
O
（
一
当
O
㊤
）
O
血
N
一
鞭

融
癖
舜
C

ω
O
瞭
　
麹
田
購
晋
甫
二
二
回
叫
（
θ
ぴ
酒
醤
）

鴫

閏
　
塀
脳
隠
暫
期
同
帥

冊
豊
凶
（
一
一
O
鼻
）
Φ
並
N
o
o
m

N
ω
O
　
卦
山
崩
商
甫
鼎
白
目
淋
（
S
け
H
舜
）

諭
　
（
「
諭
劉
」
）

留
瞭
　
耕
噛
宙
嚥
甫
鼎
嗣
同
町
　
　
（
画
）

畑

ω
　
箇
白
繭
幅
冴
》
詔
脚

温
嘲
薗
（
♂
α
①
）
㎝
汕
N
①
田

○
ω
。
。
　
薗
半
諾
沁
醇
錨
詔
謡
（
画
）

鴫

O
①
喋
　
箇
半
重
油
蘇
錨
蝸
圃
　
　
（
画
）

鴫

轟
　
》
》
論
E
靴
型
鍋
噺

桝
痢
一
ω
（
一
鳶
。
。
）
α
汕
一
q
m

剖
鮮
舜
C

ω
O
瞭
　
冴
》
論
考
十
書
論
期
四
丁
（
S
ぴ
忍
野
）

無

α
　
箇
嬰
叶
卑
矧
H
訴

翻
倒
ゴ
（
一
①
Σ
）
一
N
血
N
o
o
田

O
α
一
　
間
鴇
澄
諏
甫
目
㍊

醐

O
。
。
蘇
　
画
嬰
寮
長
甫
錨
H
瞬
　
　
（
画
）

無

①
　
画
嬰
羅
酋
弔
H
酪

翻
昇
ゴ
（
一
①
ゴ
）
一
N
面
N
o
o
田

○
ミ
O
　
画
嬰
噛
岩
団
H
珈

鯛

○
器
曝
　
画
嬰
強
注
甫
錨
目
酬
　
　
（
画
）

紐

刈
　
M
田
離
隣
弔
鍋
罫

凶
鄭
詰
（
一
①
8
）
圖
㊤
並
N
ω
田

一
〇
〇
　
剛
田
E
蔦
甫
鼎
嗣
肥
皿

白
馬

O
O
畔
　
野
田
離
二
二
鼎
醜
聞
掴

無

。
。@
薄
白
面
調
甫
染
翌

島
圃
ω
（
ま
田
）
一
〇
並
N
田

O
ま
O
　
葉
男
面
湘
甫
鶏
期
酬
曲

薗
卿

〇
二
期
　
薄
感
応
細
弔
鶏
翻
酬
濫
　
　
（
画
）

邪
知

㊤
　
明
白
論
川
雲
胡
回

同
旨
刈
（
一
〇
お
）
捨
①
並
晶
q
田

O
δ
一
　
梓
凹
目
藩
窮
錨
目
凹

油

○
。
。
曝
　
楊
柳
孟
蕪
弔
弓
隠
回
（
國
）

鴫

一
〇
　
謬
“
針
膏
莇
時
鼻
祠

囲
勢
ω
（
こ
8
）
捨
圏
血
O
田

剖
蝉
舜
C

剖
難
舜
「

コ
　
藩
壊
諦
陛
隙
翻
痢

卸
郵
茜
（
二
8
）
捨
一
〇
面
一
ω
田

8
凱
　
韓
期
臨
筥
弔
錨
雲
居

鵬

卜
。

I
曝
　
落
企
画
群
弔
事
鶏
叫

鴫

蕎
　
二
期
隣
暑
甫
塒
嘲

卸
謝
　
c
o
（
一
①
O
α
）
匡
冊
一
N
三
一
α
田

剖
癖
舜
C

0
δ
瞭
　
落
甥
諦
彗
二
黒
薄
卵

油

お
　
君
糊
南
藩
弔
隠
濤

鄙
難
①
（
ま
㊤
ω
）
甘
一
〇
窪
目
α
田

一
ゴ
　
藩
胴
囲
藻
財
鐘
㎜
『
碍

無

〇
一
①
蘇
　
藤
購
蹴
勇
気
覇
料
碍

※
無

；
　
跨
紹
肝
卑
燭
蝿
⇒

※
凶
灘
諦
（
一
①
◎
。
Q
。
）
耕
四
面
N
O
田

O
N
8
　
暑
餅
囲
藻
重
要
期
弧
蹄

畑

○
詰
喋
　
卦
酔
浦
山
窺
書
鋼
畑
庵

鴫

茜
　
跨
調
糠
囹
謡
H
宙

皿
輯
ω
（
♂
c
。
①
）
捨
一
〇
並
O
m

〇
一
二
　
二
塁
野
饗
蔚
錨
暇
謹

沁

O
お
喋
　
跨
判
署
囹
祀
錨
H
》

鴫

ま
　
謬
判
掛
三
三
濡
眉

斜
温

α
悼
　
跨
判
強
剛
甫
錨
前
満

無

㊤
酵
　
謬
淵
萄
剛
4
鐘
飾
満
（
画
）

畑

ミ
　
跨
判
離
陵
甫
勲
菊

諸
姉
諦
（
ま
◎
。
o
。
）
捨
轟
加
一
轟
m

○
器
刈
　
創
≧
叫
十
呂
錨
叫
号

湘

○
曽
瞭
　
出
三
露
謙
蔚
覇
淋
諾
（
画
）

鴫

卜瑠



一
。
。
　
洪
胴
母
偉
蕊
鎚
謳

※
酷
暑
一
α
（
一
お
O
）
耕
㊤
並
刈
田

粥

〇
一
ω
喋
　
洪
壊
留
書
菰
鍋
符

卿

お
　
陸
四
強
粥
甫
洲
二
八

囲
苫
諦
（
一
〇
。
。
一
）
槍
無
蓋
一
m

O
お
。
。
　
H
半
毘
嶺
》
樒
郵
二
鍋

処

O
お
瞭
　
降
半
句
皆
守
隷
蟄
舜
（
画
）

湘

8
　
H
半
弓
嫌
甫
望
畑

価
輯
射
座
（
一
①
c
o
鼻
）
一
〇
並
一
q
田

〇
一
ミ
　
甘
乱
淫
隙
4
朝
二
郎

蒲

〇
一
〇
蝶
　
H
＃
田
蹄
甫
蟄
酪
（
団
）

油

N
一
　
2
騨
》
苫
期
温
逗

沁
輯
悼
柑
（
ま
◎
o
朝
）
一
〇
面
一
ω
田

○

八
難
舜
C

○
ま
瞭
　
曇
声
羅
菖
窮
諦
鶏

三

盆
　
二
三
筒
首
弔
謬
諮

鄙
三
一
〇
捨
（
一
①
㊤
刈
）
N
並
N
N
匝

ま
㊤
　
出
達
叶
洪
謬
津

無

O

叫
ロ
竣
工
C

N
ω
　
半
卜
箇
ヨ
甫
H
誹

糾
菊
刈
（
ミ
隠
）
檎

O
障
　
＃
』
丹
談
》
黒
目
甫

薗
醐

三
三
　
半
h
》
蓄
甫
目
嵐

二

面
　
歯
降
升
諮
弔
日
麟

揮
冊
刈
甘
（
一
〇
お
）
o
◎
面
N
①
田

○
さ
O
　
》
降
庄
賜
甫
野
馬

咀
臨

○
ゴ
購
　
歯
硅
圧
聰
串
田
酎
（
画
）

※
琳

鵠
　
囲
嬰
輯
薄
甫
躍
掴

理
難
舜
C

剖
難
舜
C

N
①
　
賄
ゆ
画
耳
甫
課
爆

温
藤
ω
（
ミ
α
ω
）
捨
ω
並
天
田

O
O
轟
　
薪
砂
囲
耳
期
叫
噛

蒔
畑

〇
一
ω
瞭
　
首
念
望
耳
払
簸
麟
恥
（
画
）

知

唱
　
劃
め
亜
“
甫
課
帥

温
雨
漏
（
一
司
①
）
捨
刈
並
堺
田

お
O
　
鐵
瀞
剛
鯉
菰
融
雪

料
河
…
無
＼
贈
”
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